
 

（第２号様式）   
令和３年３月 31日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立向の岡工業高等学校（全日制）  

令和２年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 10日実施） 

総合評価（３月 25日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

・新教育課程に
おいて、工業教
育の特色を生か
し、社会で必要
とされる専門性
の向上を図る教
育課程を提供す
る。 
 
・自ら課題を発
見し解決する力
の育成と主体的
に学ぶ意欲の向
上を図る。 
 
・学校行事や生
徒会活動を通
じ、自他の多様
性を尊重させ、
生徒の主体的な
活動の促進を図
る。 
 

①生徒の実情に
即しつつ、工業
教育の特徴を生
かした専門性の
充実と学ぶ意欲
を向上させる教
育課程を提供す
る。  
  
 
②生徒会行事の
運営を通して、
生徒の自立心を
育成する。 
 

①ｼﾞｭﾆｱﾏｲｽﾀｰ制
度等のさらなる
浸透を図り、資
格取得に向けた
指導の強化を一
層図る。 
①計画的な授業
改善に取り組み 
教科を超えた研
究授業・協議を
通して、全教科
で参加型授業の
実施・展開・発
展をめざす。  
①出前授業など
を積極的に実施 
し外部講師等の
活用を進める。 
②学校行事等に
おいて、企画・
準備段階から生
徒が取り組むよ 
うに導く。 
 

①資格取得希望
者・ｼﾞｭﾆｱﾏｲｽﾀｰ
申請者が昨年度
よ り 増 加 し た
か。 
①生徒による授
業評価の学習努
力、意欲的な取
組において、８
割以上の生徒が
「あてはまる」
と回答したか。  
①出前授業後の
アンケートにお 
いて、85％の生
徒が「参考にな 
った」と回答し
たか。 
②学校行事等に
おいて、生徒が
自主的に活動で
きたか。 

①コロナ禍で資格
試験が中止・延期
され、合格者数も
２割減少したが、
ｼﾞｭﾆｱﾏｲｽﾀｰに昨年
同様 14 名の申請
者が出た。 
①「生徒による授
業評価」から、生
徒が自ら意欲的に
取り組んでいるこ
とが確認できた。 
①コロナ禍ではあ
るが、昨年同様に
企業から出前授業
に来ていただくこ
とができた。 60
名近くの生徒がｲﾝ
ﾀｰﾝｼｯﾌﾟに参加で
きた。 
②向友祭を実施で
きた。体育の部は
種目の変更や感染
防止対策グッズの
使用、文化の部で
は来校者の検温や
展示内容の変更を
行い、感染者ゼロ
で終えることがで
きた。 

①コロナ対策を行
いながら、できる
限り資格試験や出
前授業、ｲﾝﾀｰﾝｼｯ
ﾌﾟの機会を提供し
ていく。資格取得
に向けた補習体制
を検討していく。 
①生徒による授業
評価において、年
間を通して努力、
意欲的な取組みの 
いずれも 80%を超
えており、継続的
に指導を進めてい
きたい。 
①コロナ対策を徹
底しながら、安全
な出前授業を実施
できるよう外部講
師との連携を一層
深める。 
②来年度もコロナ
禍が続くと想定
し、感染対策をし
ながら、今までの
流れも踏まえつつ
新しい学校行事へ
進化させていきた
い。 

・ｼﾞｭﾆｱﾏｲｽﾀｰなどはこれ
まで通り推進してほし
い。 
・コロナ禍にもかかわら
ずｼﾞｭﾆｱﾏｲｽﾀｰ申請者が増
し、感染防止対策を講じ
たうえで出前授業や向友
祭を実施できたことは特
筆すべきことと思う。 
・ｼﾞｭﾆｱﾏｲｽﾀｰ申請者の増
加は生徒の意欲の表れと
思われる。 
・先生方の取組が功を奏
した成果と考える 

①最終的な資格・検定の合格者
及び、ｼﾞｭﾆｱﾏｲｽﾀｰの申請者数は
例年近い数を出すことができた
が、合格率の向上には至ってい
ない。 
①ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟは企業側の協力も
あり、実施することができ、就
業体験活動として２年生 33 名
の単位認定をすることができ
た。しかし、１年生については
事前指導等の期間が取れないた
め、実施することができなかっ
た。 
①生徒の授業評価から生徒が意
欲的に学習していることが確認
できたが、更なる意欲向上のた
め継続的な指導が必要である。 
 
②感染対策を講じながら向友祭
を実施できたことは、生徒にと
っても、工夫次第でできるとい
う自信をもたらしたと考える。
次年度へ向けては、コロナ禍に
おける向友祭の在り方を、早い
段階で検討するべきだろう。 

①合格率の低い検定等について
は、校内での補習体制を検討す
る。 
①ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟについては、１年
生より参加できるよう、説明や
指導の期間を十分にとれるよう
検討する。 
①生徒のやる気を引き出す授業
展開や ICT を用いた授業などを
積極的に展開する方法や手法を
検討し共有する。 
 
 
 
 
 
 
 
②県内感染状況やそれによる県
教育委員会からの通知を待たな
ければいけない部分はあるが、
何らかの制限なしに行えること
はあり得ないと考えて、感染防
止対策の強化を講じる。 

２ 生徒指導・支援 

・自己の成長を
意識させ、社会
人としての基礎
力を身に付けさ
せる。 
 
・学校行事や部
活動を通じて、
責任感、協調
性、自主性の涵
養を図る。 
 

①基本的生活習
慣を身につけさ
せるとともに、 
教育相談体制を
強化し、情報共
有の充実に努め
ながら、問題行
動の未然防止と
迅速な問題解決
を図る。 
 
②学校行事や部
活動を通して、
生徒の自立心や
行動力を育成さ
せ、生徒が主体
的に、責任感を
持って実行でき
る力を養う。 
 
 

①遅刻指導、服
装指導等の定期
的な実施、企業
と連携した取組
を行う。 
①いじめアンケ
ート、ＳＮＳい
じめ相談を活用
し問題の可視化
に努める。 
①教育相談コア
会議を定期的に
実施し、組織的
に迅速な対応を
する。 
②各種委員会や
部長や副部長、
マネージャー等
を活用し、職員
が 生 徒 に 寄 添
い、各部員が自
主的・主体的に

①遅刻指導、帰
宅指導に係る生
徒数が減少した
か。 
①いじめの発生
件数が前年度よ
り 減 少 で き た
か。 
①教育相談コア
会議を定期的に
実施し、ＳＣや
ＳＳＷと連携し
て組織的に生徒
対 応 が 行 え た
か。 
②生徒が自主的
に取り組むこと
により、各種委
員会や部活動の
活性化が図れた
か。 

①コロナ禍ではあ
ったが、２学期以
降は学年と協力
し、しっかりと遅
刻指導、服装指導
を行なえた。 
①いじめアンケー
トによりいじめを
可視化することが
でき、迅速な対応
がとれた。 
①教育相談コア会
議は定期的な実施
を行い、全員参加
のもとで情報共有
を行なえた。 
②コロナ禍で委員
会や部活動の活動
に制限がかかる
中、生徒・保護
者・職員の協力の
もと生徒たちが全

①指導を徹底し、
２学期は１学期と
比べ遅刻の生徒を
大幅に減らすこと
ができた。 
①今後はクラスで
のいじめアンケー
ト以外にも部活動
でのアンケートも
行うとより一層の
いじめ防止に繋が
る。 
①コア会議の動き
をあらかじめ全職
員に周知し、極力
他の会議と重なら
ないよう協力を仰
ぐ。 
②コロナ禍で活動
が制限された場
合、できる範囲で
生徒が自主的な活

・取組は評価に値する。
卒業後社会人として必要
となる資質の指導を一層
お願いしたい。 
・遅刻はどの程度減った
のでしょうか。服装につ
いては、見苦しい生徒は
見かけなかった。 
・いじめは悪であるとい
うことを深めさせたい。 
・部活動ごとのいじめア
ンケートは重要かと思
う。アンケートを書かせ
る際は配慮が必要。 
・コア会議はたいへん重
要な取組と感じる。でき
る限りの調整を。 
・コロナ禍では生徒の
種々の活動を制限せざる
を得ないと思うが、感染
防止対策を講じたうえで
今後も引き続き指導して

①遅刻指導の結果、特に回数が
多い生徒を半減させることがで
きた。頭髪・服装については年
間を通じて個別指導が必要な者
がおり、今後も継続的な指導が
必要と感じる。 
①いじめについてはセクハラや
部活動に関する事案が増加傾向
にあり、対応が必要である。 
①教育相談コア会議により支援
の必要な生徒の情報共有を行
い、適切な支援を行なえた。 
 
②特に部活動においては、大会
等の開催中止などもあり、大き
な制約を受け満足な練習もでき
ない状況が続いたが、できる範
囲のことを一生懸命行っている
姿が見られた。 

①特定の生徒が繰返し指導を受
けている。さらに一段上の指導
を行なうことを検討する。 
①セクハラ防止教育や、部活動
内での人間関係についての指導
を行なうことを検討する。 
①特に 1 年生に支援が必要な事
例が多く、早くから手厚い支援
を行える様に教育相談コア会議
を充実させる。 
 
 
②今後も、特に運動部において
は感染防止を第一に考えた活動
をすることになる。感染防止に
係る意識啓発を一層充実させて
いく。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 10日実施） 

総合評価（３月 25日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

取り組むように
導く。 
 

力で自主的・主体
的に活動すること
ができた。 

動を保障する環境
づくりを行うこと
が必要。 

ほしい。 
・運動部においてはさら
なる感染対策が必要だろ
う。 
 

３ 進路指導・支援 

・生徒一人ひと
りの進路実現に
向けた進路指導
の充実を図る。 
 
・社会的・職業
的自立に資する
よう、労働観、
職業観を育成す
る。 
 

・外部機関と連
携し、各種進路
に応じた最新、
適切な情報を得
て、生徒の主体
的な判断、行動
力、及び、社会
人としての規範
意識を養う。 

・休日の外部諸
機関の見学や、
放課後等の時間
を利用した企業
の就業や大学等
の授業の実践を
通して、体験を
通じた進路選択
ができるように
導く。 

・教員、保護者
からの指示待ち
ではなく、主体
的に進路選択の
方式を模索し、
行動実践できた
か。 

・コロナ禍の外部
機関との連携が制
約を受ける中で、
できる限りの進路
活動ができた。昨
年同様、進路講演
会、放課後進路セ
ミナーを軸とし
て、生徒の進路意
識の啓発に取り組
めた。 
・卒業生について
は、208 名中、結
果待ちを除き、
205 名の進路が確
定した。 

・外部機関との連
携強化について
は、一層のＰＲを
行い、末永く、拡
幅された関係構築
に努めたい。 
・進路活動の最
中、求職活動中
や、内定後の生活
全般において、学
業だけでなく普段
の生活指導に課題
があり、意識面で
の指導を検討する
必要がある。 

・コロナ禍にあってこの
進路指導の成果は素晴ら
しい。評価に値する。 
・来年度も進路意識の啓
発に取り組んでほしい。 
・進路講演会やセミナー
等外部機関との連携をオ
ンライン化し、ZOOM 等で
実践できれば良いと思
う。 
・SDGs への取組の優良な
企業への就職が増えるこ
とを期待する。 

・コロナ禍にあって様々な制約
を受ける中で、できうる限りの
進路支援は行えた。外部機関と
の連携も、感染対策を講じる中
で実施することができたのは、
関係各機関の協力の賜物と感謝
したい。 
・進路指導はふだんの生活指導
と直結する部分があるので、生
徒とのコミュニケーションを上
手にとることで良好な人間関係
を築いておくべきと考える。 

・企業等と連携して、一層の感
染防止対策を講じたセミナー等
の開催。 
・多様な生徒を指導するため、
ふだんから組織的な生徒指導を
行う必要がある。 
・教員向けの企業説明会や進学
説明会の情報を随時わかりやす
く提供すること、また、説明会
等への積極的参加を、進路グル
ープ以外の担任等にも広く呼び
掛ける。 

４ 地域等との協働 

・「地域ととも
に育つ向工」を
実現し、「地域
で活躍する向工
生」を育むため
に、地域社会と
の連携による教
育活動を推進す
る。 
 
 

①「地域ととも
に育つ向工」を
実現するため、
本校のホームペ
ージ、説明会等
で教育活動を発
信する。 
 
②「地域で活躍
する向工生」を
育むために、地
域や企業との連
携事業を推進す
る。 

①各種イベント
で施設・設備を
活用し、学校活
動や魅力を積極
的に発信し中学
校や地域への広
報活動を行う。 
②生徒自らが各
種イベントや企
業との連携事業
に参加・運営す
ることで自ら考
える力やコミュ
ニケーション能
力、ものづくり
教育を図る。 

①学校での行事
や活動をホーム
ページ等で積極
的に発信するこ
とができたか。 
② 各 種 イ ベ ン
ト、学校活動や
地域の活動に生
徒が積極的に参
加協力し、自ら
考える力やコミ
ュニケーション
能力、ものづく
り教育を育むこ
とができたか。 

①コロナ禍により
体験教室などが中
止され学校説明会
については人数制
限及び在校生によ
る運営が行えず、
広報活動に苦慮し
た。 
 
②様々なイベント
が中止となる中で
ラジオやテレビ等
で部活動の紹介を
行うことができ
た。 

①ホームページに
よる学校紹介を充
実させ中学生等に
新しい情報を発信
する必要がある。 
 
②参加できるイベ
ントが制限される
中で、感染防止を
考え地域への貢献
活動やコミュニケ
ーション能力の向
上を図るかが課題
である。 

・地域との協働は非常に
大切なことだが、コロナ
禍の状況下ではやむを得
ないと考える。 
・できる範囲で地域や企
業と連携し活躍の場を実
現できるよう期待する。 
・ラジオやテレビのほか
ＳＮＳ等による情報発信
も取り入れられるとよ
い。それにより適切な情
報発信の指導の一助にな
ると思う。 
 

①コロナ禍で活動が制限される
中、ホームページを活用し広報
活動を行った。人数制限される
中、説明会にて本校の教育活動
を適切に情報発信することがで
きた。 
②地域で活躍する向工生を育む
ために、テレビやラジオを活用
し紹介を行うことで向工をより
理解してもらえるよう努めた。 

①学校紹介の動画発信などホー
ムページを有効活用していきた
い。そのためにホームページ作
成について担当者だけでなく、
誰でもシステム利用し情報発信
できるようにしていきたい。 
②校内外のイベントだけでなく
テレビ・ラジオなど様々な場面
において、生徒が自主的に参
加、活動できるよう指導してい
く。 

５ 
学校管理 
学校運営 

・校内の情報機
器の整備と防災
教育を推し進
め、安全安心な
教育環境を構築
する。 
 
・全ての職員の
資質向上を図る
とともに、風通
しの良い職場づ
くりをめざし、
教職員の事故不
祥事を未然に防
止する。 
 

①生徒が校内美
化に対する意識
及び安全並びに
防災に対する意
識を日常のあら
ゆる場面で持ち
ながら行動でき
るような環境づ
くりに取り組
む。 
 
②事故防止研修
を行い、事故不
祥事の未然防止
に努める。 
 

①普段から ICT
を活用した生徒
への連絡を行う
ことで、機器等
の 利 用 に 慣 れ
る。 
①全校運動とし
て 「 整 理 、 整
頓 、 清 潔 、 清
掃、躾、安全」
の６Ｓ運動を展
開し、安全、環
境教育の推進を
図る。 
②私費会計に関
する情報を整理
し、職員に周知
する。 
 

①緊急時の学校
からの連絡を各
生 徒 が 受 け 取
り、適切な行動
をとることがで
きたか。 
① 「 整 理 、 整
頓 、 清 潔 、 清
掃、躾、安全」
が昨年度より身
に付き、実践さ
れているか。 
②事故や不祥事
は起きなかった
か。 
 
 

①図書室の新刊案
内を Classroom で
見て、借りに来る
生徒がいるなど、
classroom を活用
した生徒への情報
伝達を行うことが
できている。 
①実習や清掃等に
かける時間が限ら
れているため、６
Ｓ運動の指導やそ
れが身についてい
るかを確認するこ
とが難しかった。 
②事故や不祥事は
起きていない。 

①携帯電話の更新
後に classroom の
インストールをし
ていない生徒が見
られる。定期的に
インストール状況
を確認したい。 
 
①限られた時間の
中でも、生徒が自
主的・主体的に取
り組むよう意識を
向上させる。 
 
②研修等を継続す
ることで職員の意
識を高める。 

・classroom が生徒たち
にとって必要なものであ
るという意識醸成と、興
味がわくコンテンツを包
含するものであるよう
に、工夫が必要と思う。 
・ICT に関しては一層の
努力が必要と感じる。 
・６Ｓの取組は一層の推
進をお願いする。 
・オンライン授業を想定
し、６Ｓ運動は自宅でも
身につくような指導をし
てほしい。 
・「６Ｓ診断チェックリ
スト」で評価できる仕組
み作りも一案と考える。 
・災害時に学校を開いて
もらいたい。 

①classroom を利用し、学校か
ら生徒に情報を提供することが
できた。また、修了式を教室の
テレビで見られるようになるな
ど、ICT活用が進展している。 
 
①コロナの影響もあり、６Ｓ運
動が身についているか確認する
ことが難しかった。 
 
②今年度は、私費会計に関する
事故や不祥事は起きなかった。 

①classroom が学校生活に必要
なものである、と生徒が感じら
れるような活用を考えたい。 
 
①指摘されたように各自でも評
価できる「６Ｓ診断」のチェッ
クリスト等の作成を検討する。 
 
 
 
②研修等を継続することで職員
の意識を高める。 

 

 


